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消費税期限内納付I N D E X

題 字　 大之木 伸一郎 （元）会長

　　　  　 わたなべ きくこ
表 紙　 渡邉 紀久子 氏 　　「れんがどおり」

広 報 委 員 会

　コロナ禍、ウクライナ、そしてそれに伴うインフレ。現況で、悪いニュースを探
せば枚挙にいとまがありませんが、その中でもいい兆しを含んだ話題もあります。
　コロナ禍で停滞していた経済や人的交流が再び動き始めたことや、広島カープが
鬼門である交流戦を終え、調子が上がりつつある（6月末の時点です）こと。とく
に、この度の第11回通常総会は3年ぶりに総会・講演会・懇親会を成功裏に終える

ことができ、理事会役員ホッと胸をなでおろしております。講演会では元カープの高橋慶彦
氏とRCCアナウンサーの横山雄二氏のトークを見ようと、一般客を含めて３３０名以上の参
加を数えました。
　一足飛びに景気が良くなり、思い通りの社会の実現…というワケにはいかないかもしれま
せんが、カープのように調子のいいときも悪いときも、着実に歩みを続けることが大切だと
感じています。
　広報委員会では、皆さまからのご意見・ご要望をお待ちしております。

会　　　報 灰ヶ峰 171号
発　　　行 令和４年   ６月30日
発　行　所 公益社団法人  呉 法 人会

発行責任者  担 当副会長 得 能  宏 一
編　　　集 広 報 委 員 会
編集責任者 中 原  康 治

委員長 中原 　康治　大幸産業㈱
副委員長 松本 　好生　松本ギフト㈲
　〃 海生 　知亮　海生建設㈱

委  員   神垣　和典　㈱神垣石油
  〃 三島　義弘　㈲ビジネスホテル三島
  〃 大之木隆一郎　呉貿倉庫運輸㈱

委  員 松岡　啓子　㈱松岡設計
  〃 石川　晃代　㈲プリンティング共和
  〃 和田　伸行　㈱ベテリナリーサイエンス

 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■親 会 ・ 支 部 ・ 部 会

2022年7月────────────────────

 1日（金） 青年部会　高知交流会in呉
  （18：00～　五月荘 ）

2022年8月────────────────────

 24日（水） 常任理事・理事・正副支部長合同会議
  （12：00～　クレイトン）
   25日（木）～27日（土）
  青年部会　企業視察研修会（山形）
（予定）
　　正副会長会議
　　青年部会理事会

2022年9月────────────────────

2022年10月──────────────────
 3日（土） 税に関する絵はがきコンクール2次審査
  （クレイトンベイホテル）
  25日（火）～30日（日）
  税に関する絵はがきコンクール作品展
  （広市民センター）

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■税務署 ・ 全法連 ・ 県法連

2022年7月────────────────────

 1日（金） 第6回女性フォーラム実行委員会
  （グランヴィア）
 12日（火） 第1回研修委員会（センチュリー）
 19日（火） 第1回広報委員会（センチュリー）
 28日（木） 第1回総務委員会（センチュリー）

2022年8月────────────────────
 9日（火） 第1回組織委員会（センチュリー）

2022年9月─────────────────────
 13日（火） 中法連第47回定期総会（ＡＮＡ）
 28日（水） 第7回女性フォーラム実行委員会
  （グランヴィア）

2022年10月────────────────────
 13日（木） 第38回法人会全国大会（千葉大会）
 28日（金） 第8回女性フォーラム実行委員会
  （グランヴィア）
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部会だより／青年部会／女性部会 ‥‥‥‥‥‥‥ 8

経営のヒント ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11
随
筆／宇佐八幡宮神人が築堤した呉町の町割り⑱

　　　　　　　　　　　　　　／上河内 良平氏 ‥‥ 12
税務
の窓／キャッシュレス納付‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16

セミナー・オンデマンドのご案内 ‥‥‥‥‥‥‥‥ 18

広島県立呉高等技術専門校からのお知らせ ‥‥‥ 19

呉市からのお知らせ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20
一枚の
写  真 ／槇田　丈洋 氏‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 30

事業予定／編集後記 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 31

渡邉 紀久子 氏 プロフィール
画歴／48年　　個展／25回
グループ展／91回　　その他展示／33回
新構造会広島支部所属（2021年～）

広島市を中心に作品を発表活動中

by KIKUKO Watanabe

経営のHINT
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　公益社団法人呉法
人会第１１回通常総会
を令和４年５月２４日（火）
午後３時より呉阪急ホテ
ルにおいて開催しました。
　昨年の総会はコロナ
禍中での開催だったた
めに講演会・懇親会もな
く、出席者も限定されて

いたのですが、今年は3年ぶりに総会・講演会・懇親
会をコロナ対策を万全に施したうえで開催しました。
　総会では小柴会長の開会挨拶の後、「令和３年
度事業報告」ならびに「令和３年度収支決算報告」
について審議され、原案通り可決承認されました。
　続いて、事前に理事会で承認された「令和４年度
事業計画」および「令和４年度収支予算」の報告を
行い、総会の予定を滞りなく終え、ご来賓の重廣高

典呉税務署長さまと中国税理士会呉支部の親谷順
子支部長さまのご挨拶をいただき閉会しました。
　午後４時から開催された基調講演は、広島東洋
カープOBの高橋慶彦氏と、RCC中国放送アナウン
サーの横山雄二氏によるトークショー。テーマは「盗
塁王から学ぶ一歩先ゆくチカラ」。この講演会には一
般来場者も含めて330名以上の聴講者が参集され、
高橋慶彦氏のカープの昔話やエピソードなどを、横

小柴会長

高橋 慶彦 氏 横山 雄二 氏トークショーのステージ

山雄二氏の軽妙なリードでトークが進み、大いに
盛り上がりました。
　午後５時10分から開催される懇親会に先
立って、功労者表彰、大型保障制度支部表彰
を行い、全法連会長表彰者、県法連会長表彰
者、呉法人会会長表彰者、および呉法人会特
別功労表彰者に表彰状ならびに記念品が贈ら
れ、大型保障制度表彰支部には記念品が贈呈
されました。（この頁の下段参照）
　懇親会は、講師を務められた高橋慶彦氏と
横山雄二氏もご列席いただき、会員同士も久し
ぶりに文字どおり懇親を深めたひとときでした。
　最後になりましたが、開催にあたりご協力いただきました会員の皆様に厚く御礼申し上げます。
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　午後４時から開催された基調講演は、広島東洋
カープOBの高橋慶彦氏と、RCC中国放送アナウン
サーの横山雄二氏によるトークショー。テーマは「盗
塁王から学ぶ一歩先ゆくチカラ」。この講演会には一
般来場者も含めて330名以上の聴講者が参集され、
高橋慶彦氏のカープの昔話やエピソードなどを、横

県法連会長表彰

高橋　征司 理事

大型保障制度推進表彰支部　広西支部

三戸　初人 支部長

感謝状（租税教室講師）

大之木小兵衛 理事

敬称略

全国法人会総連合会長表彰

 役職 二反田正弘

 役職 河菜　春文

呉法人会会長表彰

 女性部会長 高橋　育代

 役職 槙岡　達真

 役職 藤井　聖

 役職 藤井　啓

感謝状（租税教室講師）

 副会長 長行事義人

 役職 松岡　秀直

 役職 三戸　初人

 役職 大之木小兵衛

 役職 石原　圭詞

 役職 寺下　正博

R４

5／24
㊋
功労者表彰

　優秀賞

 広西支部

　

 海岸支部

大型保障制度推進表彰支部　（令和３年4月～令和４年3月）

広島県法人会連合会会長表彰

 役職 高橋　征司

　役職 森川　泰博

 役職 神田　健治

　努力賞

 中通支部

　西中央支部

　阿賀支部

　音戸支部

　倉橋支部

　豊・豊浜支部

山雄二氏の軽妙なリードでトークが進み、大いに
盛り上がりました。
　午後５時10分から開催される懇親会に先
立って、功労者表彰、大型保障制度支部表彰
を行い、全法連会長表彰者、県法連会長表彰
者、呉法人会会長表彰者、および呉法人会特
別功労表彰者に表彰状ならびに記念品が贈ら
れ、大型保障制度表彰支部には記念品が贈呈
されました。（この頁の下段参照）
　懇親会は、講師を務められた高橋慶彦氏と
横山雄二氏もご列席いただき、会員同士も久し
ぶりに文字どおり懇親を深めたひとときでした。
　最後になりましたが、開催にあたりご協力いただきました会員の皆様に厚く御礼申し上げます。

呉商工会議所　神津会頭による懇親会乾杯のご発声

呉法人会会長表彰

高橋　育代 女性部会長
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を行い、全法連会長表彰者、県法連会長表彰
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別功労表彰者に表彰状ならびに記念品が贈ら
れ、大型保障制度表彰支部には記念品が贈呈
されました。（この頁の下段参照）
　懇親会は、講師を務められた高橋慶彦氏と
横山雄二氏もご列席いただき、会員同士も久し
ぶりに文字どおり懇親を深めたひとときでした。
　最後になりましたが、開催にあたりご協力いただきました会員の皆様に厚く御礼申し上げます。

呉商工会議所　神津会頭による懇親会乾杯のご発声

呉法人会会長表彰

高橋　育代 女性部会長

　2022年2月23日(祝)、呉法人会青年部会創立40
周年記念式典が、歴代青年部会長や県内の青年
部会等、多数のご来賓にもご列席いただいた上で
開催されました。式典では、青年部会長を務められま
した海生氏、坪川氏、松岡氏、岡本氏へ感謝状を贈
呈いたしました。
　式典後の40周年記念特別講演会では、広島東
洋カープ25年ぶりのセ・リーグ制覇から3連覇を成し
遂げた緒方孝市前監督をお招きし、「呉を元気に！！」
をテーマにご講演を賜りました。監督就任1年目、ヘッ
ドコーチを務めていた前年のやり方を踏襲すれば勝
てると踏み、明確な方針を直接チームメンバーに伝え
ずにシーズンに入った結果、黒田博樹投手、新井貴
浩内野手が復帰し優勝候補とされていた戦力を保
持しながら、スタートダッシュに失敗。そのまま勢いに
乗れず、優勝はおろかクライマックスシリーズにも進出
できなかったという「失敗」を糧に、就任2年目からは
明確なビジョンを明示し、全選手・チームスタッフが一
枚岩となりペナントレースに臨んだ結果、圧倒的な強
さでセ・リーグ優勝に導いたというそのメソッドは、我々
のビジネスにおいても大変学びの多い内容でした。ま

た2016年の優勝後、広島市内で優勝パレードを行っ
た際に、遺影を掲げて涙を流してくれているファンの
方 を々見て、「今まで25年も待ち続けてくれたファンの
為にも、カープは勝ち続けなければいけない」と決意
を新たにされ、その後3連覇に至った話には、「呉を元
気に！！」の答えにもつながる、緒方前監督の強い意志
を感じました。
　第2部では、「花よりガッツ」でおなじみ、地元呉出身
でRCC中国放送の田村友里アナウンサーも加わり、
トークセッションを行いました。田村アナの天真爛漫な
ご質問に対し、緒方前監督のプライベートな回答も飛
び出し、会場は大いに盛り上がりました。
　本来であればその後、緒方前監督、田村アナと共
に盛大な懇親会を開催する予定でしたが、新型コロ
ナウイルス感染拡大の影響により、やむなく中止と致
しました。結果的に、開催後も参加者の方の感染報
告はございませんでしたので、このような状況下でも、
十分な対策を施した上でこのような大々的なイベント
が開催できたことは、青年部会としても誇りに思って
います。

（青年部会理事　槙岡達也）

R４

2／23
㊗
青年部会40周年記念式典・講演会

青年部会　槇田部会長 感謝状贈呈（海生氏） トークセッション 講演会場

講 演

「呉を元気に」 前広島東洋カープ監督

緒方 孝市 氏
×

RCC中国放送アナウンサー

田村 友里 氏

トークセッション

前広島東洋カープ監督

緒方 孝市 氏
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Kure 親会だより

第11回通常総会

第６回正副会長会議

基調講演会

懇親会

議　題
１　令和３年度事業報告承認の件
２　令和３年度決算報告承認の件
報告事項
　令和４年度事業計画、令和４年度収支予算
表彰
　功労者表彰
　大型保障制度支部表彰
　感謝状贈呈

　（1）第11回　通常総会 
 5月24日 出席者119名　　呉阪急ホテル

１　通常総会・基調講演会・懇親会

２　役員会

講　師：広島東洋カープＯＢ
　　　　高　橋　慶　彦　氏
　　　　ＲＣＣ中国放送アナウンサー
　　　　横　山　雄　二　氏
演　題：企業経営者に贈る
　　　「盗塁王から学ぶ一歩先ゆくチカラ」

　（2）基調講演会 
 5月24日 出席者335名　　呉阪急ホテル

　（3）懇親会 
 5月24日 出席者122名　　呉阪急ホテル

１　総会・講演会・懇親会の件
２　常任理事・理事合同会議開催の件
　　令和４年度事業計画の件
　　令和４年度収支予算の件
　　令和４年度功労者表彰推薦の件
　　令和３年度決算見込みの件
３　令和３年度会員増強結果の件
４　支部活動状況の件
５　租税教室実施報告
６　事務局関連その他

　（1）第６回　正副会長会議 
 2月22日 出席者7名　　事務局
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第１回　正副会長会議

第１回　常任理事・理事合同会議

第４回　常任理事・理事合同会議

第１回　研修委員会

第１回　広報委員会

１　令和４年度　事業計画承認の件
２　令和４年度　収支予算承認の件
３　令和４年度　功労者表彰推薦の件
４　令和３年度決算見込みについて
５　各委員会・部会からの活動報告

　（2）第４回　常任理事・理事合同会議 
 3月15日 出席者48名　　呉森沢ホテル

１　決算　理事会議案書の件
　　令和３年度事業報告、決算報告
２　大型保障制度推進支部表彰の件
３　令和４年度支部活動費の件
４　役員人事の件
５　通常総会開催の件
６　青年部会４０周年事業報告
７　令和４年度租税教室について

　（3）第１回　正副会長会議 
 4月5日 出席者7名　　NISHIMAKI

１　令和３年度　事業報告承認の件
２　令和３年度　決算報告承認の件
３　令和４年度　支部活動費承認の件
４　大型保障制度推進支部表彰の件
５　通常総会・基調講演会・懇親会の件
６　各委員会・部会からの活動報告

　（4）第１回　常任理事・理事合同会議 
 4月19日 出席者43名　　クレイトンベイホテル

２　役員会（つづき）

１　「灰ヶ峰」１７０号の発行を終えて
２　「灰ヶ峰」１７１号の編集（案）について

　（2）第１回　広報委員会 
 4月25日 出席者11名　　シティ

プラザすぎや

１　県法連第２回研修委員会（2月9日）の報告
２　令和4年度の研修事業について
３　セミナーオンデマンド普及推進について

　（1）第１回　研修委員会 
 4月22日 出席者9名　　一蹉

３　委員会
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４　租税教室

第１回　税制委員会

１　税制改正要望に関するアンケート調査結果について
２　令和５年度税制改正要望事項の取りまとめについて

　（3）第１回　税制委員会 
 5月17日 出席者8名　　呉森沢ホテル

3　委員会（つづき）

５月　９日　　白岳小学校
３クラス　１１１名
講師　盛谷　　剛

５月２６日　　安登小学校
１クラス　２７名

講師　小河 政彦／三津井 政孝

５月２６日　　本通小学校
１クラス　２８名
講師　定森　健次朗

５月２７日　　安浦小学校
２クラス　５８名

講師 小河 政彦／橋本 博典／三津井政孝

５月３１日　　広小学校
３クラス　１０６名

講師　速水 京子／松岡 啓子／橋田理一郎
見学／門田祐季

５月１２日　　川尻小学校
２クラス　５４名
講師　石原　圭詞

６月　３日　　呉中央小学校
３クラス　９０名
講師　松本　好生

６月　６日　　昭和西小学校
２クラス　７２名
講師　岡本　　太

６月　６日　　警固屋小学校
１クラス　２４名
講師　志々田　裕介

見学／槙岡達也

※写真は昨年度
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４　租税教室（つづき）

http://www.zenkokuhojinkai.or.jp/links/covid19-links.html

検 索全法連

全法連（全国法人会総連合）が、WEBサイト
にコロナウイルスに関する対策リンク集
を公開しましたのでご活用ください。

６月　７日　　港町小学校
１クラス　３１名
講師　長行事　義人

６月１０日　　昭和北小学校
４クラス　１３７名

講師　藤井　聖／藤井　啓
　　　　   定森　斉彦／定森健次朗

６月１３日　　昭和中央小学校
２クラス　７８名

講師　神田　大／宮田　修

６月１６日　　音戸小学校
１クラス　２２名
講師　對川　克彦

６月１６日　　仁方小学校
２クラス　５１名
講師　東　忠昭

６月９日～10日　　横路小学校
４クラス　１３４名

講師　山本浩司／内野静香／伊原将仁

６月２０日　　両城小学校
１クラス　１７名
講師　伊原　直昭

６月２３日　　荘山田小学校
２クラス　６９名
講師　大之木　小兵衛

６月２１日　　昭和南小学校
１クラス　３４名
講師　橋本　元気

６月２４日　　長迫小学校
１クラス　２２名
講師　内野　静香

※写真は昨年度

※写真は一昨年度 ※写真は昨年度

全法連WEBサイト
をご活用ください
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1　支部役員会
支 部 名 開 催 日 内 容 出席者

Kure 支部だより

東 中 央 支 部 ４月５日 ７名 マツダ
スタジアム

１　会員増強について
２　支部活動について
３　福利厚生制度について
４　情報・意見交換等

川 尻 支 部 ５月１７日 ８名
呉信用金庫
川尻支店
２階会議室

１　役員会の開催について
２　会員増強の進捗状況について
３　その他

昭 和 南 支 部
昭和北・郷原
支 部 合 同

５月２０日 ８名 五月荘
１　会員増強について
２　支部研修会について
３　福利厚生制度について
４　情報・意見交換等

Kure 部会だより

　　（1）第６回青年部会理事会 
 2月16日 　　出席者22名　　クレイトンベイホテル

１　青年部会４０周年記念行事について
２　広島県青年の集いについて
３　福利厚生制度について
４　その他

　　（2）青年部会４０周年記念式典・記念講演会 
 2月23日 　　出席者173名　　クレイトンベイホテル

１　記念式典
２　記念講演会
　　講　師：広島東洋カープ前監督
　　　　　　　緒　方　孝　市　氏
　　　　　　ＲＣＣ中国放送アナウンサー
　　　　　　　田　村　友　里　氏
　　演　題：「呉を元気に」

※詳細はトピックスに掲載しています。

１　青年部会

青年
部会 第６回理事会

青年
部会 ４０周年記念式典・記念講演会
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呉市からのお知らせ呉市からのお知らせ

　　（4）令和４年度　第１回青年部会理事会 
 4月22日 　　出席者13名　　呉阪急ホテル

１　令和４年度事業活動の件
２　4/26　広島県青年の集いの件
３　各副部会長からの報告
４　事務局からの報告
５　その他
６　福利厚生制度について

　　（3）第７回青年部会理事会 
 3月24日 　　出席者19名　　呉阪急ホテル

１　令和４年度事業予定の件（年間計画）
２　4/26　広島県青年の集いの件
３　5/24　総会・講演会・懇親会の件
４　４０周年記念行事の報告
５　卒業生３名に記念品贈呈の報告
６　その他
７　福利厚生制度について

　（5）第２回青年部会理事会
 5月10日 　　出席者17名　　クレイトンベイホテル

１　令和４年度事業活動の件
２　4/26　広島県青年の集いの報告
３　事務局からの報告
４　その他

　（6）令和３年度　事業報告会
 5月10日 　　出席者30名　　クレイトンベイホテル

１　令和３年度事業報告・決算報告
２　令和４年度事業計画・収支予算
３　卒業生紹介
４　懇親会

１　青年部会（つづき）

青年
部会 第７回理事会

青年
部会 （R４年度）第１回理事会

青年
部会 第２回理事会

青年
部会 令和3年度事業報告会

相談窓口℡■25-5696（相談時間内のみ）
　新型コロナウイルス感染症に関する国や県、呉市などのさまざまな支援制度を、
　行政書士が分かりやすく案内する無料相談窓口を当面の間、延長します。
期間　当面の間
時間　平日9:00 ～ 16:00（予約不要）
場所　市役所2階 204会議室（広島銀行呉市役所出張所の奥）

事業者の皆様へ
行政書士の無料相談窓口の延長
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女性
部会 第1回理事会

　（1）第２回女性部会正副会
 2月8日 　　出席者5名　　事務局

１　令和４年度の行事について
２　女性部会３０周年記念事業について
３　絵はがきコンクール表彰式の反省について

　（2）第１回女性部会理事会
 5月16日 　　出席者10名　　クレイトンベイホテル

１　6/20事業報告会について
２　女性部会３０周年記念事業について
３　令和４年度絵はがきコンクールについて
４　女性フォーラム広島大会について

２　女性部会

小学校への出前授業を通じて地域に貢献してみませんか？

さまざまなツールで派遣講師をサポートします
詳しくは呉法人会事務局へ ☎0823（22）5798

小河　政彦 定森　健次朗 岡本　太大塚 麻衣子  對川　克彦定森　斉彦 宮田　修北川　晋作

伊原　直昭 中能　伸悟光田　将章三戸　初人 大之木 小兵衛内野　静香 森沢　一邦 盛谷　剛

山本　浩司松本　好生 石原　圭詞志々田 裕介 橋本　元気東　忠昭 橋田 理一郎松岡　秀直

速水　京子藤井　聖藤井　啓神田　大 門脇　渉 長行事　義人黒川　義之

令和3年度
出前授業
講  師

令和3年度
出前授業
講  師



そのストレスはなぜ？
原因はみんな違います
そのストレスはなぜ？
原因はみんな違います

産業カウンセラー

　柏木勇一

経営のHINT

◆働く環境の変化から生じた
　　　　　　ストレスの現れ方
　長期化したコロナ禍で、働く人たち
の環境が一変しました。在宅勤務では、
仲間と直接話し合うことがないので進
捗状況が確認できません。製造現場で
働く人たちは出社しなければいけませ
んが、事務職員が出社しないので、顧客先の情
報も少なくなりがちです。どちらにしてもイラ
イラが募りました。そう、ストレスはそれぞれ
の働き方で異なる形で生じたのが特徴でした。
　電気製品の部品製造会社に勤める３０代の男
性Ａさんから、どうしたらいいでしょうか、と
いう相談を受けました。会社は出勤社員を調整
していたそうですが、中堅社員として戦力に
なっていたＡさんは、ほぼ毎日出勤。その影響
で業務量が急激に増え、残業も多くなって、疲
労を感じ、眠れない日々になりました。同僚と
の会話も減って「孤立状態」。やるべきことが
分かっているのに後回しになり、ミスも目立っ
てきました。３７度台前半の微熱が１０日ほど
続いたのでＰＣＲ検査を受け、結果は陰性でし
たが軽い吐き気にも悩まされていました。

◆まず原因を把握、そこから対処方法が
　　　　　　　　　　　　　　生まれます
　つまり、ストレスといっても、その原因はみ
んな異なります。ストレスの種類はストレスを
感じている人の数だけあるととらえた方がいい
でしょう。
　Ａさんの場合は、ズバリ業務過多が原因です。
どうすればいいか、皆さんもすぐ気がついたと
思います。業務量の軽減が緊急課題です。ここ
は頑張らなければ、と無理をすると症状は進行
し、さまざまな危険が生じることは容易に想像
できます。
　ほどほどのストレスを感じた方が、緊張感を

【筆者紹介】柏木勇一（かしわぎ・ゆういち）
大学卒業後、新聞社勤務を経て、現在ＥＡＰ企業でカウンセラー
として活動。産業カウンセラー、家族相談士、交流分析士。

もって仕事に取り組めるので効果
があるという説もありますが、Ａさ
んの場合は、ほどほどとは言えま
せん。ストレス発散方法として、
散歩や軽いジョギングをする、子
どもと遊ぶ、休日は趣味の時間を
持つ、などが挙げられています。

もちろん否定はしません。自分流のストレス発
散法を身につけて、ぜひ実行してください。同
時に、ストレスの原因をしっかり押さえて、そ
の原因に対応することがより重要です。

◆上司に求められる早期発見・早期対応、
　　　　　　　　　　　　これは不変です
　Ａさんからは、対人関係の不満は語られませ
んでしたが、なぜ自分だけこんなにヘトヘトに
なるまで働かなければいけないのか、という思
いはあったようです。つい、休みの多い同僚を
うらやましく思う感情が、ストレスになって身
体に影響したことも想像できました。こちらが
主な原因と分かった場合は、カラオケで大声を
出したり、スポーツで汗をかいたりする発散系
の対処法が効果的です。休養系、癒やし系、発
散系…などの複数の対処法を持っていただきた
いと思います。
　一方、職場で大事なことは周囲のサポートで
す。Ａさんに上司への相談を勧めたところ、実
は上司も心配していたことが分かり、業務量の
分担が進んだそうです。本当は職場のメンタル
ヘルスの基本「早期発見と早期対応」を念頭に、
上司が気付いた段階で手を打ってほしいケース
でしたが、相談がいい方向になったことはまず
は良かったと思います。

11
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‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
呉町悦喜屋（えきや）金蔵の人物像

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　亀山神社境内、二の鳥居の後に二基の大きな
石の狛犬が奉納されているが、向かって右の台
座の後に「天保六年（1835）乙未夏六月吉日　願

主　呉町　悦喜屋金蔵」と奉納者の名前が刻ん
である。また尾道の石工が施行した事も下段の
石材に刻まれている。
　この亀山神社は明治19年当時、呉町北側に接
する入船山に鎮座していたが、呉鎮守府建設に

あたり、海軍用地となったため現在地の清水谷
に遷宮したのである。
　この狛犬を尾道の石工に注文して、呉の亀山
神社に奉納するには相当の費用が掛かったと
思われるが、悦喜屋金蔵という人は、どんな人
物であったのであろうか。
　これを解明したのが呉市立図書館に於いて
「古文書を読む会」の指導をしていた山陽女子
短大教授・法学博士、金指正三氏と、そこの受講
者・山中利彦氏（呉市本通4-10-20）の出逢いから
である。
　この人は私の曾祖父・山中金蔵です、と伝え
当家が呉町庄屋を務めており庄屋文書も伝承
している旨、伝えた。これによって『安芸郡呉町
史料・山中利彦編』が昭和51年9月30日、発刊さ
れ、呉町の江戸期の資料が現在に残ったのであ
る。当時20才代だった筆者は広郷土史研究会二
代目、田村信三会長を通じてこの方を存じてお
り、貴重な資料を１冊頂いていた。
　また、明治19年当時の呉町平面図を広郷土史
研究会顧問・軍事史研究家、相原謙次氏に頂き、
江戸期の町方でありながら、山側以外の平地は
町屋の周りに堀を巡らし、防御を考えた中世・
堺自由都市に匹敵する城塞都市であった事が
判り、この平面図と山中家に就いて「呉の語源」
の最終原稿として残して置きたいと考えた。
　さらに述べれば、この町屋の家名の中に数家

広郷土史研究会  上河内 良平

宇佐八幡宮神人（じんにん）が築堤した
呉町の町割り⑱

の「新原姓」を発見した。郷土史会のよき理解
者・新原芳明呉市長にこの資料を提供して同市
長の出自を伺った処、市長は祖父の代迄呉町に
代々住んでいて、祖父は船主兼船頭であったと
述べられ、呉鎮守府開庁時、現在の呉市川原石
地区へ移住する。
　また、呉町移住者は川原石地区より始め宮原
村山手に移住する者の方が多かったとも述べ
られ、呉町の正圓寺も最初は山手に移り遅れて
川原石地区へも移った、移住時の伝承を詳しく
承知しておられた。
　次に山中利彦氏が残された呉町差出帖（明治
３年）には、呉町総人数、1,560余人（家数335軒）
面積、一、畝数壱反弐拾八歩・寛政七年（1795）相
成る。一、畝数五反九畝、当町沖新開・文化十三
年（1816）出来、とあり、狭い町方に多くの人が
住んでいた事が判るが、山中利彦氏が残された
近世庄屋文書には文書の末尾に庄屋・与頭・長
百姓などの人名の署名があり、市長に数代前の
先祖人名のご教授を願ったが、残念ながら川原
石地区に移住して以後の資料しか保管されて
いないと云われ、この文書からどのような役職
を持つ有勢者か確認出来なかった。
　思えば呉市は昭和20年の米国空襲で市街地
が全焼しており原爆の惨禍を被った広島市と
同じく古い資料がほぼ焼失したことを考えれ
ば無理はなかった。

神人とは神社を警固する武装集団、鎌倉幕府の慣例では初期庄園で下司職に補任した。
呉左近左衛門尉實賢（藤原實賢・萩藩譜録「安芸国能美庄々官等注進状」）はその一人。
秦氏の末裔、呉左近左衛門尉實賢が築いた大陸的城郭都市呉町、町を囲む掘割がその特徴。
明治三年　安芸郡呉町差出帖庚午三月によれば当町　東西三丁四十八間・南北四丁拾五間。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
呉町庄屋山中氏の出自

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　呉町庄屋山中氏については詳しい出自伝承が
あり、ここで紹介しておきたい。
　広郷土史研究会に古い会員で広町田水越地区
に山中節夫氏がおり、江戸時代初期からの同氏
関連墓地を現在管理している。
　本家が山中利彦家で呉市に居住され旧山中ホ
テル経営者。一門では「大山中（おおやまなか）」
と呼ばれていた。同氏が広町石内小瀧の瀧壺南
側に観音堂を建立する時、田村信三先生と共に
協力した覚えがあり、その縁で『安芸郡呉町史
料』が出版された折、１部頂いたと思う。
　最近（数年前）水越の山中節夫氏が突然訪ねて
来られ、山中墓地の管理の経緯メモを渡され、自
分も90才過ぎたが、管理している山中墓地の事
はあなたに原稿を書いてもらい、広郷土史研究
会会報にでも残して欲しい旨、述べられた。よっ
て今回、この機会に山中氏の賀茂郡広村来住の
経緯を記録として残して置きたい。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
江戸期の山中家墓地の推移

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　同家は出雲国広瀬・月山富田城々主尼子氏の
武将、山中鹿之助の直系を称され、尼子氏没落の
折、捕らえられた鹿之助が備中高梁川の渡しで
毛利方に討取られた後、一門の幸重が密かに芸
州賀茂郡廣村へ落延び廣村真光寺の門徒になっ
たと伝承されている。
　ただ隠れ住んだ落人のイメージはなく、かな
りの財力を有していたようで、残っている江戸
時代初期からの墓石の切墓は大きく立派で、江
戸初期のものから七基残っている。
　廣村には移住して以後、数家の有力分家が存
在し、この方々は「山中会」なるものを組織し一
門で先祖の史跡を巡るツアーを催されていた。
筆者は20代の頃、誘われ山中鹿之助の戦跡を巡
る1泊旅行に同行した覚えもある。

　この墓石は現在地に移される前は広大川水越
の東側川土手に建立されていたが、大正10年、廣
海軍工廠建設時、東大川水越を越える大水の折、
川が氾濫すると廣海軍工廠に被害が及ぶのを考
慮され、東大川を埋め立てる工事が行われた。こ
の折、東大川水越の土手にあった江戸期からの
墓石が現在地に移動されたと云う。
　よって、この墓地に一番近い水越の山中節夫
氏が一門の委託を受けて現在まで管理してき
た。
　真光寺には自然石の大きな最初の山中家墓石
がありその後、切墓が水越土手に建立されたの
である。
　江戸時代方形の切墓を建立するのは大金が必
要で、かなりの財力を有していた事が推察でき
る。これに関連するエピソードとして、筆者は
『東西条始末記（昭和55年単行本）』発刊の折、郷
原村庄屋・檜垣家の事も記しているが、この時、
同家より檜垣新太郎の初代から始まる系図を拝
見していた。
　檜垣新太郎は天文年代（1532～）の人物である
が、子孫が廣村へ帰って来て江戸時代初期、郷原
村開村の折、招かれて庄屋に就任し、その７代目
が廣村山中家と婚姻している。当時この系図の
信憑性に確信が持てず、ここでは詳しく述べて
いない。
　しかし、その数年後、賀茂郡風早村庄屋檜垣家
の系図と近世文書（手鏡）がもち込まれ、風早村
檜垣家の詳しい資料を頂いた。
　その人は呉市の歯科医院檜垣保雄家で、檜垣新
太郎が風早村西ノ城々主に収まる詳しい経緯資
料もあり、系図の内容は郷原村庄屋檜垣家と3代
目までは同じであった。これによりこの系図の信
憑性に確信を得た。「広郷土史研究会会報第39号」
で詳しく紹介しているが、ここで述べたいのは江
戸時代初期頃の庄屋は武士の系譜を引く家の者
が任命されており、婚姻も同等の家柄でないと行
われていなかった。この事から呉町庄屋に就任し
た山中家は江戸時代には廣村で庄屋と交際でき
る財力を有していたことが推測できる。

※町新開西側（此の図では下側）の椋の木の処で「とんど」を燃やした　　　　　　　　　
その後、余興として半島にルーツを持つ「宮原村庄屋青盛家資料」と同様の綱引を行う

　蛇足であるが檜垣新太郎は厳島合戦前年、天文23年（1554）９月の大内氏と毛利氏が戦った能美浦の
海上戦で毛利方として参戦し敵船張出の刻、討死している。　（完）

入
船
山

※
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‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
呉町悦喜屋（えきや）金蔵の人物像

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　亀山神社境内、二の鳥居の後に二基の大きな
石の狛犬が奉納されているが、向かって右の台
座の後に「天保六年（1835）乙未夏六月吉日　願

主　呉町　悦喜屋金蔵」と奉納者の名前が刻ん
である。また尾道の石工が施行した事も下段の
石材に刻まれている。
　この亀山神社は明治19年当時、呉町北側に接
する入船山に鎮座していたが、呉鎮守府建設に

あたり、海軍用地となったため現在地の清水谷
に遷宮したのである。
　この狛犬を尾道の石工に注文して、呉の亀山
神社に奉納するには相当の費用が掛かったと
思われるが、悦喜屋金蔵という人は、どんな人
物であったのであろうか。
　これを解明したのが呉市立図書館に於いて
「古文書を読む会」の指導をしていた山陽女子
短大教授・法学博士、金指正三氏と、そこの受講
者・山中利彦氏（呉市本通4-10-20）の出逢いから
である。
　この人は私の曾祖父・山中金蔵です、と伝え
当家が呉町庄屋を務めており庄屋文書も伝承
している旨、伝えた。これによって『安芸郡呉町
史料・山中利彦編』が昭和51年9月30日、発刊さ
れ、呉町の江戸期の資料が現在に残ったのであ
る。当時20才代だった筆者は広郷土史研究会二
代目、田村信三会長を通じてこの方を存じてお
り、貴重な資料を１冊頂いていた。
　また、明治19年当時の呉町平面図を広郷土史
研究会顧問・軍事史研究家、相原謙次氏に頂き、
江戸期の町方でありながら、山側以外の平地は
町屋の周りに堀を巡らし、防御を考えた中世・
堺自由都市に匹敵する城塞都市であった事が
判り、この平面図と山中家に就いて「呉の語源」
の最終原稿として残して置きたいと考えた。
　さらに述べれば、この町屋の家名の中に数家

の「新原姓」を発見した。郷土史会のよき理解
者・新原芳明呉市長にこの資料を提供して同市
長の出自を伺った処、市長は祖父の代迄呉町に
代々住んでいて、祖父は船主兼船頭であったと
述べられ、呉鎮守府開庁時、現在の呉市川原石
地区へ移住する。
　また、呉町移住者は川原石地区より始め宮原
村山手に移住する者の方が多かったとも述べ
られ、呉町の正圓寺も最初は山手に移り遅れて
川原石地区へも移った、移住時の伝承を詳しく
承知しておられた。
　次に山中利彦氏が残された呉町差出帖（明治
３年）には、呉町総人数、1,560余人（家数335軒）
面積、一、畝数壱反弐拾八歩・寛政七年（1795）相
成る。一、畝数五反九畝、当町沖新開・文化十三
年（1816）出来、とあり、狭い町方に多くの人が
住んでいた事が判るが、山中利彦氏が残された
近世庄屋文書には文書の末尾に庄屋・与頭・長
百姓などの人名の署名があり、市長に数代前の
先祖人名のご教授を願ったが、残念ながら川原
石地区に移住して以後の資料しか保管されて
いないと云われ、この文書からどのような役職
を持つ有勢者か確認出来なかった。
　思えば呉市は昭和20年の米国空襲で市街地
が全焼しており原爆の惨禍を被った広島市と
同じく古い資料がほぼ焼失したことを考えれ
ば無理はなかった。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
呉町庄屋山中氏の出自

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　呉町庄屋山中氏については詳しい出自伝承が
あり、ここで紹介しておきたい。
　広郷土史研究会に古い会員で広町田水越地区
に山中節夫氏がおり、江戸時代初期からの同氏
関連墓地を現在管理している。
　本家が山中利彦家で呉市に居住され旧山中ホ
テル経営者。一門では「大山中（おおやまなか）」
と呼ばれていた。同氏が広町石内小瀧の瀧壺南
側に観音堂を建立する時、田村信三先生と共に
協力した覚えがあり、その縁で『安芸郡呉町史
料』が出版された折、１部頂いたと思う。
　最近（数年前）水越の山中節夫氏が突然訪ねて
来られ、山中墓地の管理の経緯メモを渡され、自
分も90才過ぎたが、管理している山中墓地の事
はあなたに原稿を書いてもらい、広郷土史研究
会会報にでも残して欲しい旨、述べられた。よっ
て今回、この機会に山中氏の賀茂郡広村来住の
経緯を記録として残して置きたい。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
江戸期の山中家墓地の推移

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　同家は出雲国広瀬・月山富田城々主尼子氏の
武将、山中鹿之助の直系を称され、尼子氏没落の
折、捕らえられた鹿之助が備中高梁川の渡しで
毛利方に討取られた後、一門の幸重が密かに芸
州賀茂郡廣村へ落延び廣村真光寺の門徒になっ
たと伝承されている。
　ただ隠れ住んだ落人のイメージはなく、かな
りの財力を有していたようで、残っている江戸
時代初期からの墓石の切墓は大きく立派で、江
戸初期のものから七基残っている。
　廣村には移住して以後、数家の有力分家が存
在し、この方々は「山中会」なるものを組織し一
門で先祖の史跡を巡るツアーを催されていた。
筆者は20代の頃、誘われ山中鹿之助の戦跡を巡
る1泊旅行に同行した覚えもある。

　この墓石は現在地に移される前は広大川水越
の東側川土手に建立されていたが、大正10年、廣
海軍工廠建設時、東大川水越を越える大水の折、
川が氾濫すると廣海軍工廠に被害が及ぶのを考
慮され、東大川を埋め立てる工事が行われた。こ
の折、東大川水越の土手にあった江戸期からの
墓石が現在地に移動されたと云う。
　よって、この墓地に一番近い水越の山中節夫
氏が一門の委託を受けて現在まで管理してき
た。
　真光寺には自然石の大きな最初の山中家墓石
がありその後、切墓が水越土手に建立されたの
である。
　江戸時代方形の切墓を建立するのは大金が必
要で、かなりの財力を有していた事が推察でき
る。これに関連するエピソードとして、筆者は
『東西条始末記（昭和55年単行本）』発刊の折、郷
原村庄屋・檜垣家の事も記しているが、この時、
同家より檜垣新太郎の初代から始まる系図を拝
見していた。
　檜垣新太郎は天文年代（1532～）の人物である
が、子孫が廣村へ帰って来て江戸時代初期、郷原
村開村の折、招かれて庄屋に就任し、その７代目
が廣村山中家と婚姻している。当時この系図の
信憑性に確信が持てず、ここでは詳しく述べて
いない。
　しかし、その数年後、賀茂郡風早村庄屋檜垣家
の系図と近世文書（手鏡）がもち込まれ、風早村
檜垣家の詳しい資料を頂いた。
　その人は呉市の歯科医院檜垣保雄家で、檜垣新
太郎が風早村西ノ城々主に収まる詳しい経緯資
料もあり、系図の内容は郷原村庄屋檜垣家と3代
目までは同じであった。これによりこの系図の信
憑性に確信を得た。「広郷土史研究会会報第39号」
で詳しく紹介しているが、ここで述べたいのは江
戸時代初期頃の庄屋は武士の系譜を引く家の者
が任命されており、婚姻も同等の家柄でないと行
われていなかった。この事から呉町庄屋に就任し
た山中家は江戸時代には廣村で庄屋と交際でき
る財力を有していたことが推測できる。

　蛇足であるが檜垣新太郎は厳島合戦前年、天文23年（1554）９月の大内氏と毛利氏が戦った能美浦の
海上戦で毛利方として参戦し敵船張出の刻、討死している。　（完）

天保六年乙未夏六月吉日　願主呉町悦喜屋金蔵
その下には「尾道石工施行」と刻んである。

高さ３ｍ程の狛犬



‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
呉町悦喜屋（えきや）金蔵の人物像

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　亀山神社境内、二の鳥居の後に二基の大きな
石の狛犬が奉納されているが、向かって右の台
座の後に「天保六年（1835）乙未夏六月吉日　願

主　呉町　悦喜屋金蔵」と奉納者の名前が刻ん
である。また尾道の石工が施行した事も下段の
石材に刻まれている。
　この亀山神社は明治19年当時、呉町北側に接
する入船山に鎮座していたが、呉鎮守府建設に

あたり、海軍用地となったため現在地の清水谷
に遷宮したのである。
　この狛犬を尾道の石工に注文して、呉の亀山
神社に奉納するには相当の費用が掛かったと
思われるが、悦喜屋金蔵という人は、どんな人
物であったのであろうか。
　これを解明したのが呉市立図書館に於いて
「古文書を読む会」の指導をしていた山陽女子
短大教授・法学博士、金指正三氏と、そこの受講
者・山中利彦氏（呉市本通4-10-20）の出逢いから
である。
　この人は私の曾祖父・山中金蔵です、と伝え
当家が呉町庄屋を務めており庄屋文書も伝承
している旨、伝えた。これによって『安芸郡呉町
史料・山中利彦編』が昭和51年9月30日、発刊さ
れ、呉町の江戸期の資料が現在に残ったのであ
る。当時20才代だった筆者は広郷土史研究会二
代目、田村信三会長を通じてこの方を存じてお
り、貴重な資料を１冊頂いていた。
　また、明治19年当時の呉町平面図を広郷土史
研究会顧問・軍事史研究家、相原謙次氏に頂き、
江戸期の町方でありながら、山側以外の平地は
町屋の周りに堀を巡らし、防御を考えた中世・
堺自由都市に匹敵する城塞都市であった事が
判り、この平面図と山中家に就いて「呉の語源」
の最終原稿として残して置きたいと考えた。
　さらに述べれば、この町屋の家名の中に数家
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の「新原姓」を発見した。郷土史会のよき理解
者・新原芳明呉市長にこの資料を提供して同市
長の出自を伺った処、市長は祖父の代迄呉町に
代々住んでいて、祖父は船主兼船頭であったと
述べられ、呉鎮守府開庁時、現在の呉市川原石
地区へ移住する。
　また、呉町移住者は川原石地区より始め宮原
村山手に移住する者の方が多かったとも述べ
られ、呉町の正圓寺も最初は山手に移り遅れて
川原石地区へも移った、移住時の伝承を詳しく
承知しておられた。
　次に山中利彦氏が残された呉町差出帖（明治
３年）には、呉町総人数、1,560余人（家数335軒）
面積、一、畝数壱反弐拾八歩・寛政七年（1795）相
成る。一、畝数五反九畝、当町沖新開・文化十三
年（1816）出来、とあり、狭い町方に多くの人が
住んでいた事が判るが、山中利彦氏が残された
近世庄屋文書には文書の末尾に庄屋・与頭・長
百姓などの人名の署名があり、市長に数代前の
先祖人名のご教授を願ったが、残念ながら川原
石地区に移住して以後の資料しか保管されて
いないと云われ、この文書からどのような役職
を持つ有勢者か確認出来なかった。
　思えば呉市は昭和20年の米国空襲で市街地
が全焼しており原爆の惨禍を被った広島市と
同じく古い資料がほぼ焼失したことを考えれ
ば無理はなかった。

神人とは神社を警固する武装集団、鎌倉幕府の慣例では初期庄園で下司職に補任した。
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来られ、山中墓地の管理の経緯メモを渡され、自
分も90才過ぎたが、管理している山中墓地の事
はあなたに原稿を書いてもらい、広郷土史研究
会会報にでも残して欲しい旨、述べられた。よっ
て今回、この機会に山中氏の賀茂郡広村来住の
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　同家は出雲国広瀬・月山富田城々主尼子氏の
武将、山中鹿之助の直系を称され、尼子氏没落の
折、捕らえられた鹿之助が備中高梁川の渡しで
毛利方に討取られた後、一門の幸重が密かに芸
州賀茂郡廣村へ落延び廣村真光寺の門徒になっ
たと伝承されている。
　ただ隠れ住んだ落人のイメージはなく、かな
りの財力を有していたようで、残っている江戸
時代初期からの墓石の切墓は大きく立派で、江
戸初期のものから七基残っている。
　廣村には移住して以後、数家の有力分家が存
在し、この方々は「山中会」なるものを組織し一
門で先祖の史跡を巡るツアーを催されていた。
筆者は20代の頃、誘われ山中鹿之助の戦跡を巡
る1泊旅行に同行した覚えもある。

　この墓石は現在地に移される前は広大川水越
の東側川土手に建立されていたが、大正10年、廣
海軍工廠建設時、東大川水越を越える大水の折、
川が氾濫すると廣海軍工廠に被害が及ぶのを考
慮され、東大川を埋め立てる工事が行われた。こ
の折、東大川水越の土手にあった江戸期からの
墓石が現在地に移動されたと云う。
　よって、この墓地に一番近い水越の山中節夫
氏が一門の委託を受けて現在まで管理してき
た。
　真光寺には自然石の大きな最初の山中家墓石
がありその後、切墓が水越土手に建立されたの
である。
　江戸時代方形の切墓を建立するのは大金が必
要で、かなりの財力を有していた事が推察でき
る。これに関連するエピソードとして、筆者は
『東西条始末記（昭和55年単行本）』発刊の折、郷
原村庄屋・檜垣家の事も記しているが、この時、
同家より檜垣新太郎の初代から始まる系図を拝
見していた。
　檜垣新太郎は天文年代（1532～）の人物である
が、子孫が廣村へ帰って来て江戸時代初期、郷原
村開村の折、招かれて庄屋に就任し、その７代目
が廣村山中家と婚姻している。当時この系図の
信憑性に確信が持てず、ここでは詳しく述べて
いない。
　しかし、その数年後、賀茂郡風早村庄屋檜垣家
の系図と近世文書（手鏡）がもち込まれ、風早村
檜垣家の詳しい資料を頂いた。
　その人は呉市の歯科医院檜垣保雄家で、檜垣新
太郎が風早村西ノ城々主に収まる詳しい経緯資
料もあり、系図の内容は郷原村庄屋檜垣家と3代
目までは同じであった。これによりこの系図の信
憑性に確信を得た。「広郷土史研究会会報第39号」
で詳しく紹介しているが、ここで述べたいのは江
戸時代初期頃の庄屋は武士の系譜を引く家の者
が任命されており、婚姻も同等の家柄でないと行
われていなかった。この事から呉町庄屋に就任し
た山中家は江戸時代には廣村で庄屋と交際でき
る財力を有していたことが推測できる。

※町新開西側（此の図では下側）の椋の木の処で「とんど」を燃やした　　　　　　　　　
その後、余興として半島にルーツを持つ「宮原村庄屋青盛家資料」と同様の綱引を行う

　蛇足であるが檜垣新太郎は厳島合戦前年、天文23年（1554）９月の大内氏と毛利氏が戦った能美浦の
海上戦で毛利方として参戦し敵船張出の刻、討死している。　（完）
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　これを解明したのが呉市立図書館に於いて
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者・山中利彦氏（呉市本通4-10-20）の出逢いから
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している旨、伝えた。これによって『安芸郡呉町
史料・山中利彦編』が昭和51年9月30日、発刊さ
れ、呉町の江戸期の資料が現在に残ったのであ
る。当時20才代だった筆者は広郷土史研究会二
代目、田村信三会長を通じてこの方を存じてお
り、貴重な資料を１冊頂いていた。
　また、明治19年当時の呉町平面図を広郷土史
研究会顧問・軍事史研究家、相原謙次氏に頂き、
江戸期の町方でありながら、山側以外の平地は
町屋の周りに堀を巡らし、防御を考えた中世・
堺自由都市に匹敵する城塞都市であった事が
判り、この平面図と山中家に就いて「呉の語源」
の最終原稿として残して置きたいと考えた。
　さらに述べれば、この町屋の家名の中に数家

の「新原姓」を発見した。郷土史会のよき理解
者・新原芳明呉市長にこの資料を提供して同市
長の出自を伺った処、市長は祖父の代迄呉町に
代々住んでいて、祖父は船主兼船頭であったと
述べられ、呉鎮守府開庁時、現在の呉市川原石
地区へ移住する。
　また、呉町移住者は川原石地区より始め宮原
村山手に移住する者の方が多かったとも述べ
られ、呉町の正圓寺も最初は山手に移り遅れて
川原石地区へも移った、移住時の伝承を詳しく
承知しておられた。
　次に山中利彦氏が残された呉町差出帖（明治
３年）には、呉町総人数、1,560余人（家数335軒）
面積、一、畝数壱反弐拾八歩・寛政七年（1795）相
成る。一、畝数五反九畝、当町沖新開・文化十三
年（1816）出来、とあり、狭い町方に多くの人が
住んでいた事が判るが、山中利彦氏が残された
近世庄屋文書には文書の末尾に庄屋・与頭・長
百姓などの人名の署名があり、市長に数代前の
先祖人名のご教授を願ったが、残念ながら川原
石地区に移住して以後の資料しか保管されて
いないと云われ、この文書からどのような役職
を持つ有勢者か確認出来なかった。
　思えば呉市は昭和20年の米国空襲で市街地
が全焼しており原爆の惨禍を被った広島市と
同じく古い資料がほぼ焼失したことを考えれ
ば無理はなかった。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
呉町庄屋山中氏の出自

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　呉町庄屋山中氏については詳しい出自伝承が
あり、ここで紹介しておきたい。
　広郷土史研究会に古い会員で広町田水越地区
に山中節夫氏がおり、江戸時代初期からの同氏
関連墓地を現在管理している。
　本家が山中利彦家で呉市に居住され旧山中ホ
テル経営者。一門では「大山中（おおやまなか）」
と呼ばれていた。同氏が広町石内小瀧の瀧壺南
側に観音堂を建立する時、田村信三先生と共に
協力した覚えがあり、その縁で『安芸郡呉町史
料』が出版された折、１部頂いたと思う。
　最近（数年前）水越の山中節夫氏が突然訪ねて
来られ、山中墓地の管理の経緯メモを渡され、自
分も90才過ぎたが、管理している山中墓地の事
はあなたに原稿を書いてもらい、広郷土史研究
会会報にでも残して欲しい旨、述べられた。よっ
て今回、この機会に山中氏の賀茂郡広村来住の
経緯を記録として残して置きたい。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
江戸期の山中家墓地の推移

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　同家は出雲国広瀬・月山富田城々主尼子氏の
武将、山中鹿之助の直系を称され、尼子氏没落の
折、捕らえられた鹿之助が備中高梁川の渡しで
毛利方に討取られた後、一門の幸重が密かに芸
州賀茂郡廣村へ落延び廣村真光寺の門徒になっ
たと伝承されている。
　ただ隠れ住んだ落人のイメージはなく、かな
りの財力を有していたようで、残っている江戸
時代初期からの墓石の切墓は大きく立派で、江
戸初期のものから七基残っている。
　廣村には移住して以後、数家の有力分家が存
在し、この方々は「山中会」なるものを組織し一
門で先祖の史跡を巡るツアーを催されていた。
筆者は20代の頃、誘われ山中鹿之助の戦跡を巡
る1泊旅行に同行した覚えもある。

　この墓石は現在地に移される前は広大川水越
の東側川土手に建立されていたが、大正10年、廣
海軍工廠建設時、東大川水越を越える大水の折、
川が氾濫すると廣海軍工廠に被害が及ぶのを考
慮され、東大川を埋め立てる工事が行われた。こ
の折、東大川水越の土手にあった江戸期からの
墓石が現在地に移動されたと云う。
　よって、この墓地に一番近い水越の山中節夫
氏が一門の委託を受けて現在まで管理してき
た。
　真光寺には自然石の大きな最初の山中家墓石
がありその後、切墓が水越土手に建立されたの
である。
　江戸時代方形の切墓を建立するのは大金が必
要で、かなりの財力を有していた事が推察でき
る。これに関連するエピソードとして、筆者は
『東西条始末記（昭和55年単行本）』発刊の折、郷
原村庄屋・檜垣家の事も記しているが、この時、
同家より檜垣新太郎の初代から始まる系図を拝
見していた。
　檜垣新太郎は天文年代（1532～）の人物である
が、子孫が廣村へ帰って来て江戸時代初期、郷原
村開村の折、招かれて庄屋に就任し、その７代目
が廣村山中家と婚姻している。当時この系図の
信憑性に確信が持てず、ここでは詳しく述べて
いない。
　しかし、その数年後、賀茂郡風早村庄屋檜垣家
の系図と近世文書（手鏡）がもち込まれ、風早村
檜垣家の詳しい資料を頂いた。
　その人は呉市の歯科医院檜垣保雄家で、檜垣新
太郎が風早村西ノ城々主に収まる詳しい経緯資
料もあり、系図の内容は郷原村庄屋檜垣家と3代
目までは同じであった。これによりこの系図の信
憑性に確信を得た。「広郷土史研究会会報第39号」
で詳しく紹介しているが、ここで述べたいのは江
戸時代初期頃の庄屋は武士の系譜を引く家の者
が任命されており、婚姻も同等の家柄でないと行
われていなかった。この事から呉町庄屋に就任し
た山中家は江戸時代には廣村で庄屋と交際でき
る財力を有していたことが推測できる。

　蛇足であるが檜垣新太郎は厳島合戦前年、天文23年（1554）９月の大内氏と毛利氏が戦った能美浦の
海上戦で毛利方として参戦し敵船張出の刻、討死している。　（完）

天保六年乙未夏六月吉日　願主呉町悦喜屋金蔵
その下には「尾道石工施行」と刻んである。

高さ３ｍ程の狛犬
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主　呉町　悦喜屋金蔵」と奉納者の名前が刻ん
である。また尾道の石工が施行した事も下段の
石材に刻まれている。
　この亀山神社は明治19年当時、呉町北側に接
する入船山に鎮座していたが、呉鎮守府建設に

あたり、海軍用地となったため現在地の清水谷
に遷宮したのである。
　この狛犬を尾道の石工に注文して、呉の亀山
神社に奉納するには相当の費用が掛かったと
思われるが、悦喜屋金蔵という人は、どんな人
物であったのであろうか。
　これを解明したのが呉市立図書館に於いて
「古文書を読む会」の指導をしていた山陽女子
短大教授・法学博士、金指正三氏と、そこの受講
者・山中利彦氏（呉市本通4-10-20）の出逢いから
である。
　この人は私の曾祖父・山中金蔵です、と伝え
当家が呉町庄屋を務めており庄屋文書も伝承
している旨、伝えた。これによって『安芸郡呉町
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江戸期の町方でありながら、山側以外の平地は
町屋の周りに堀を巡らし、防御を考えた中世・
堺自由都市に匹敵する城塞都市であった事が
判り、この平面図と山中家に就いて「呉の語源」
の最終原稿として残して置きたいと考えた。
　さらに述べれば、この町屋の家名の中に数家

の「新原姓」を発見した。郷土史会のよき理解
者・新原芳明呉市長にこの資料を提供して同市
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百姓などの人名の署名があり、市長に数代前の
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石地区に移住して以後の資料しか保管されて
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戸時代初期頃の庄屋は武士の系譜を引く家の者
が任命されており、婚姻も同等の家柄でないと行
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判り、この平面図と山中家に就いて「呉の語源」
の最終原稿として残して置きたいと考えた。
　さらに述べれば、この町屋の家名の中に数家

の「新原姓」を発見した。郷土史会のよき理解
者・新原芳明呉市長にこの資料を提供して同市
長の出自を伺った処、市長は祖父の代迄呉町に
代々住んでいて、祖父は船主兼船頭であったと
述べられ、呉鎮守府開庁時、現在の呉市川原石
地区へ移住する。
　また、呉町移住者は川原石地区より始め宮原
村山手に移住する者の方が多かったとも述べ
られ、呉町の正圓寺も最初は山手に移り遅れて
川原石地区へも移った、移住時の伝承を詳しく
承知しておられた。
　次に山中利彦氏が残された呉町差出帖（明治
３年）には、呉町総人数、1,560余人（家数335軒）
面積、一、畝数壱反弐拾八歩・寛政七年（1795）相
成る。一、畝数五反九畝、当町沖新開・文化十三
年（1816）出来、とあり、狭い町方に多くの人が
住んでいた事が判るが、山中利彦氏が残された
近世庄屋文書には文書の末尾に庄屋・与頭・長
百姓などの人名の署名があり、市長に数代前の
先祖人名のご教授を願ったが、残念ながら川原
石地区に移住して以後の資料しか保管されて
いないと云われ、この文書からどのような役職
を持つ有勢者か確認出来なかった。
　思えば呉市は昭和20年の米国空襲で市街地
が全焼しており原爆の惨禍を被った広島市と
同じく古い資料がほぼ焼失したことを考えれ
ば無理はなかった。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
呉町庄屋山中氏の出自

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　呉町庄屋山中氏については詳しい出自伝承が
あり、ここで紹介しておきたい。
　広郷土史研究会に古い会員で広町田水越地区
に山中節夫氏がおり、江戸時代初期からの同氏
関連墓地を現在管理している。
　本家が山中利彦家で呉市に居住され旧山中ホ
テル経営者。一門では「大山中（おおやまなか）」
と呼ばれていた。同氏が広町石内小瀧の瀧壺南
側に観音堂を建立する時、田村信三先生と共に
協力した覚えがあり、その縁で『安芸郡呉町史
料』が出版された折、１部頂いたと思う。
　最近（数年前）水越の山中節夫氏が突然訪ねて
来られ、山中墓地の管理の経緯メモを渡され、自
分も90才過ぎたが、管理している山中墓地の事
はあなたに原稿を書いてもらい、広郷土史研究
会会報にでも残して欲しい旨、述べられた。よっ
て今回、この機会に山中氏の賀茂郡広村来住の
経緯を記録として残して置きたい。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
江戸期の山中家墓地の推移

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　同家は出雲国広瀬・月山富田城々主尼子氏の
武将、山中鹿之助の直系を称され、尼子氏没落の
折、捕らえられた鹿之助が備中高梁川の渡しで
毛利方に討取られた後、一門の幸重が密かに芸
州賀茂郡廣村へ落延び廣村真光寺の門徒になっ
たと伝承されている。
　ただ隠れ住んだ落人のイメージはなく、かな
りの財力を有していたようで、残っている江戸
時代初期からの墓石の切墓は大きく立派で、江
戸初期のものから七基残っている。
　廣村には移住して以後、数家の有力分家が存
在し、この方々は「山中会」なるものを組織し一
門で先祖の史跡を巡るツアーを催されていた。
筆者は20代の頃、誘われ山中鹿之助の戦跡を巡
る1泊旅行に同行した覚えもある。

　この墓石は現在地に移される前は広大川水越
の東側川土手に建立されていたが、大正10年、廣
海軍工廠建設時、東大川水越を越える大水の折、
川が氾濫すると廣海軍工廠に被害が及ぶのを考
慮され、東大川を埋め立てる工事が行われた。こ
の折、東大川水越の土手にあった江戸期からの
墓石が現在地に移動されたと云う。
　よって、この墓地に一番近い水越の山中節夫
氏が一門の委託を受けて現在まで管理してき
た。
　真光寺には自然石の大きな最初の山中家墓石
がありその後、切墓が水越土手に建立されたの
である。
　江戸時代方形の切墓を建立するのは大金が必
要で、かなりの財力を有していた事が推察でき
る。これに関連するエピソードとして、筆者は
『東西条始末記（昭和55年単行本）』発刊の折、郷
原村庄屋・檜垣家の事も記しているが、この時、
同家より檜垣新太郎の初代から始まる系図を拝
見していた。
　檜垣新太郎は天文年代（1532～）の人物である
が、子孫が廣村へ帰って来て江戸時代初期、郷原
村開村の折、招かれて庄屋に就任し、その７代目
が廣村山中家と婚姻している。当時この系図の
信憑性に確信が持てず、ここでは詳しく述べて
いない。
　しかし、その数年後、賀茂郡風早村庄屋檜垣家
の系図と近世文書（手鏡）がもち込まれ、風早村
檜垣家の詳しい資料を頂いた。
　その人は呉市の歯科医院檜垣保雄家で、檜垣新
太郎が風早村西ノ城々主に収まる詳しい経緯資
料もあり、系図の内容は郷原村庄屋檜垣家と3代
目までは同じであった。これによりこの系図の信
憑性に確信を得た。「広郷土史研究会会報第39号」
で詳しく紹介しているが、ここで述べたいのは江
戸時代初期頃の庄屋は武士の系譜を引く家の者
が任命されており、婚姻も同等の家柄でないと行
われていなかった。この事から呉町庄屋に就任し
た山中家は江戸時代には廣村で庄屋と交際でき
る財力を有していたことが推測できる。

　蛇足であるが檜垣新太郎は厳島合戦前年、天文23年（1554）９月の大内氏と毛利氏が戦った能美浦の
海上戦で毛利方として参戦し敵船張出の刻、討死している。　（完）

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
呉町悦喜屋（えきや）金蔵の人物像

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　亀山神社境内、二の鳥居の後に二基の大きな
石の狛犬が奉納されているが、向かって右の台
座の後に「天保六年（1835）乙未夏六月吉日　願

主　呉町　悦喜屋金蔵」と奉納者の名前が刻ん
である。また尾道の石工が施行した事も下段の
石材に刻まれている。
　この亀山神社は明治19年当時、呉町北側に接
する入船山に鎮座していたが、呉鎮守府建設に

あたり、海軍用地となったため現在地の清水谷
に遷宮したのである。
　この狛犬を尾道の石工に注文して、呉の亀山
神社に奉納するには相当の費用が掛かったと
思われるが、悦喜屋金蔵という人は、どんな人
物であったのであろうか。
　これを解明したのが呉市立図書館に於いて
「古文書を読む会」の指導をしていた山陽女子
短大教授・法学博士、金指正三氏と、そこの受講
者・山中利彦氏（呉市本通4-10-20）の出逢いから
である。
　この人は私の曾祖父・山中金蔵です、と伝え
当家が呉町庄屋を務めており庄屋文書も伝承
している旨、伝えた。これによって『安芸郡呉町
史料・山中利彦編』が昭和51年9月30日、発刊さ
れ、呉町の江戸期の資料が現在に残ったのであ
る。当時20才代だった筆者は広郷土史研究会二
代目、田村信三会長を通じてこの方を存じてお
り、貴重な資料を１冊頂いていた。
　また、明治19年当時の呉町平面図を広郷土史
研究会顧問・軍事史研究家、相原謙次氏に頂き、
江戸期の町方でありながら、山側以外の平地は
町屋の周りに堀を巡らし、防御を考えた中世・
堺自由都市に匹敵する城塞都市であった事が
判り、この平面図と山中家に就いて「呉の語源」
の最終原稿として残して置きたいと考えた。
　さらに述べれば、この町屋の家名の中に数家

の「新原姓」を発見した。郷土史会のよき理解
者・新原芳明呉市長にこの資料を提供して同市
長の出自を伺った処、市長は祖父の代迄呉町に
代々住んでいて、祖父は船主兼船頭であったと
述べられ、呉鎮守府開庁時、現在の呉市川原石
地区へ移住する。
　また、呉町移住者は川原石地区より始め宮原
村山手に移住する者の方が多かったとも述べ
られ、呉町の正圓寺も最初は山手に移り遅れて
川原石地区へも移った、移住時の伝承を詳しく
承知しておられた。
　次に山中利彦氏が残された呉町差出帖（明治
３年）には、呉町総人数、1,560余人（家数335軒）
面積、一、畝数壱反弐拾八歩・寛政七年（1795）相
成る。一、畝数五反九畝、当町沖新開・文化十三
年（1816）出来、とあり、狭い町方に多くの人が
住んでいた事が判るが、山中利彦氏が残された
近世庄屋文書には文書の末尾に庄屋・与頭・長
百姓などの人名の署名があり、市長に数代前の
先祖人名のご教授を願ったが、残念ながら川原
石地区に移住して以後の資料しか保管されて
いないと云われ、この文書からどのような役職
を持つ有勢者か確認出来なかった。
　思えば呉市は昭和20年の米国空襲で市街地
が全焼しており原爆の惨禍を被った広島市と
同じく古い資料がほぼ焼失したことを考えれ
ば無理はなかった。

おわりに
　次回は呉町海龍山正圓寺の宮原村山手移設と呉町の関係について解説したい。
　この事で呉郷惣鎮守亀山神社と呉町町方成立の関係と特性の理解が深まると考える。

広郷土史研究会入会案内請求は0823-71-6981

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
呉町庄屋山中氏の出自

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　呉町庄屋山中氏については詳しい出自伝承が
あり、ここで紹介しておきたい。
　広郷土史研究会に古い会員で広町田水越地区
に山中節夫氏がおり、江戸時代初期からの同氏
関連墓地を現在管理している。
　本家が山中利彦家で呉市に居住され旧山中ホ
テル経営者。一門では「大山中（おおやまなか）」
と呼ばれていた。同氏が広町石内小瀧の瀧壺南
側に観音堂を建立する時、田村信三先生と共に
協力した覚えがあり、その縁で『安芸郡呉町史
料』が出版された折、１部頂いたと思う。
　最近（数年前）水越の山中節夫氏が突然訪ねて
来られ、山中墓地の管理の経緯メモを渡され、自
分も90才過ぎたが、管理している山中墓地の事
はあなたに原稿を書いてもらい、広郷土史研究
会会報にでも残して欲しい旨、述べられた。よっ
て今回、この機会に山中氏の賀茂郡広村来住の
経緯を記録として残して置きたい。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
江戸期の山中家墓地の推移

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　同家は出雲国広瀬・月山富田城々主尼子氏の
武将、山中鹿之助の直系を称され、尼子氏没落の
折、捕らえられた鹿之助が備中高梁川の渡しで
毛利方に討取られた後、一門の幸重が密かに芸
州賀茂郡廣村へ落延び廣村真光寺の門徒になっ
たと伝承されている。
　ただ隠れ住んだ落人のイメージはなく、かな
りの財力を有していたようで、残っている江戸
時代初期からの墓石の切墓は大きく立派で、江
戸初期のものから七基残っている。
　廣村には移住して以後、数家の有力分家が存
在し、この方々は「山中会」なるものを組織し一
門で先祖の史跡を巡るツアーを催されていた。
筆者は20代の頃、誘われ山中鹿之助の戦跡を巡
る1泊旅行に同行した覚えもある。

　この墓石は現在地に移される前は広大川水越
の東側川土手に建立されていたが、大正10年、廣
海軍工廠建設時、東大川水越を越える大水の折、
川が氾濫すると廣海軍工廠に被害が及ぶのを考
慮され、東大川を埋め立てる工事が行われた。こ
の折、東大川水越の土手にあった江戸期からの
墓石が現在地に移動されたと云う。
　よって、この墓地に一番近い水越の山中節夫
氏が一門の委託を受けて現在まで管理してき
た。
　真光寺には自然石の大きな最初の山中家墓石
がありその後、切墓が水越土手に建立されたの
である。
　江戸時代方形の切墓を建立するのは大金が必
要で、かなりの財力を有していた事が推察でき
る。これに関連するエピソードとして、筆者は
『東西条始末記（昭和55年単行本）』発刊の折、郷
原村庄屋・檜垣家の事も記しているが、この時、
同家より檜垣新太郎の初代から始まる系図を拝
見していた。
　檜垣新太郎は天文年代（1532～）の人物である
が、子孫が廣村へ帰って来て江戸時代初期、郷原
村開村の折、招かれて庄屋に就任し、その７代目
が廣村山中家と婚姻している。当時この系図の
信憑性に確信が持てず、ここでは詳しく述べて
いない。
　しかし、その数年後、賀茂郡風早村庄屋檜垣家
の系図と近世文書（手鏡）がもち込まれ、風早村
檜垣家の詳しい資料を頂いた。
　その人は呉市の歯科医院檜垣保雄家で、檜垣新
太郎が風早村西ノ城々主に収まる詳しい経緯資
料もあり、系図の内容は郷原村庄屋檜垣家と3代
目までは同じであった。これによりこの系図の信
憑性に確信を得た。「広郷土史研究会会報第39号」
で詳しく紹介しているが、ここで述べたいのは江
戸時代初期頃の庄屋は武士の系譜を引く家の者
が任命されており、婚姻も同等の家柄でないと行
われていなかった。この事から呉町庄屋に就任し
た山中家は江戸時代には廣村で庄屋と交際でき
る財力を有していたことが推測できる。

　蛇足であるが檜垣新太郎は厳島合戦前年、天文23年（1554）９月の大内氏と毛利氏が戦った能美浦の
海上戦で毛利方として参戦し敵船張出の刻、討死している。　（完）

三坂地芦冠 城ノ鼻麓の山中家墓地

文久三年（1863）　山中吉右衛門大江幸顕が建立。同墓地「山中元祖」の板碑には山中幸盛其子九郎幸重
天正十九年（1591）広村に住す。慶長十八年（1613）没（法名祐覚）とある。

文政11年（1828）広村絵図の真光寺と東大川水越部分

山中累代之墓（高さ２ｍ）

①真光寺

②土手にあった

　 切墓の位置

③現在の位置
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2022年11月のおすすめメニュー

セミナー・オンデマンドの視聴方法【呉法人会員ID : hj2509／パスワード : 5798】
 ＊掲載内容は予告なく変更する場合がございます。

SODセミナー・オンデマンド

呉法人会のWEBサイトにアクセス
http://hojinkai.zenkokuhojinkai.or.jp/kure/

【事業内容】ページの右上をクリック

このバナーボタンをクリック

セミナーオンデマンドのWEBサイト

映像と音声による本格的なセミナー！さまざまな情報が満載！
●使いやすいサイトデザイン　●高画質「ハイビジョン」サイズ！　●PC・Mac・Android・iPhone 対応 

セミナーオンデマンドは、インターネットでセミナー映像を視聴することにより、
さまざまな経営情報が取得できるサービスです。

いつでも
２４時間いつでも
受講できます！

会社・自宅・出先
どこでもOK！

気になるセミナーを
自由に選べる！

どこでも 好きなだけ

呉 法 人 会 の
ホ ー ム ペ ー ジ よ り
ご 覧 い た だ け ま す

無  料

■経営 ■実務家 ■労務 ■税務・経理 ■法律 ■政治・経済 ■研修・人材育成 ■著名人 ■環境・高齢化 ■健康・ライフスタイル

一流の講師陣による豊富なセミナーが満載　　上記の他600タイトル以上配信中

 公　益　
社団法人  呉法人会のホームページから 無料 でセミナーがご覧いただけます

【事業内容】
をクリック

【インターネット
セミナー】
をクリック

ログイン
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県立呉高等技術専門校からのお知らせ

在職者訓練，賛助会会員募集の詳細については，当校へお問合せください。
　御入会いただける場合は，下記お問合せ先まで御連絡ください。入会申込書を送付いたします。
入会手続きについて

☆当校の紹介動画を作成していますので，是非ご覧ください！

　呉高等技術専門校では，従業員の職務能力の向上や希望するキャリア形成
を支援するため，「在職者訓練」を実施しています。今後も続くと予想され
る人手不足への対応，あるいは企業にとって重要な指標である労働生産性向
上のためには，企業内の人材育成はとても大切です。ぜひ御活用ください。

（注）内容の詳細は，呉高等技術専門校のホームページで公表します。
この他にも，企業等の要望に基づく在職者訓練（オーダーメイド型訓練）を実施しています。

令和４年度「在職者訓練」の計画について

　呉高等技術専門校では，企業と連携・協力し，本県産業の振興と本校訓練の充実を目的とする
賛助会を運営しています。当賛助会は，平成 21 年度に設立し，現在，約 80 社の会員で事業を実
施しています。本校が，ものづくり分野や介護分野の人手不足の職種への人材供給の拠点として
の機能を発揮し続けるためには，企業の皆様の御理解と御協力をいただくことが必要です。温か
い御支援・御協力をお願いいたします。

呉高等技術専門校賛助会会員の募集について

＜賛助会概要＞
（会　　　長）
　  角　秀司　株式会社呉匠　代表取締役
（会員対象）
　　呉地域に工場等の拠点を有し，会の目的に賛同する法人，団体等
（活動内容）
【当校の会員企業支援事業】
　　在職者訓練，　講師（指導員）派遣，事業主推薦による訓練生の受け入れ等
【会員企業の当校支援事業】
　　当校訓練生の就職受入，派遣受入（インターンシップ），
　　冬季イルミネーションの協賛等
（会　　　費）　無料

科　目

介護福祉士受験
対策講座

受　講　料

8,900円程度

募 集 人 員

20名程度

時間（延べ）

24時間

日　数

4日

実施時期

12月～5年1月

令和3年度冬季イルミネーションの点灯風景
※今年度も，12月初め～来年１月末まで点灯予定

お問合せ先： 県立呉高等技術専門校（〒737-0003　呉市阿賀中央5-11-17）
 TEL：0823-71-8816 ，FAX：0823-71-8848 
 URL : https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/184/
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呉発着の広島空港リムジンバス

2022年

7月1日
改定

時刻表の
有効期間に
ご注意
ください

https://www.hiroden.co.jp/bus/airport/kure.html

広島電鉄株式会社
Hiroshima Electric Railway Co.,Ltd.

新型コロナウイルス感染等の影響による変更にご注意ください!
最新の情報は 【 http://www.hij.airport.jp/ 】 でご確認ください。

■バスダイヤは予告なく変更となる場合があります。また、天災・交通渋滞・道路閉鎖等により、バスが予定時刻に
　発車・到着できない場合があります。
■空港出発時刻は飛行機の到着にあわせ変更する場合がありますので、予めご了承ください。

お問い合わせ先
広島電鉄株式会社 【広電電車バステレホンセンター】　0570-550700 　（平日 9:00～17:45）
 【呉中央営業所】　（0823）36-2460

※広島空港発便について、広島空港発車時に「新広駅」降車希望の
　お申し出がある場合のみ「新広駅」を経由いたします。片道　1,370円

往復　2,360円
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クレアラインのバスの運行状況
（※広島電鉄運航便のみ　Bus-Vision）
PC  http://bus-vision.jp/chugoku
携帯 http://bus-vision.jp/chugoku/mibile

平日の（呉・阿賀・広
方面 ゆ き）クレアライン時刻表

クレアライン時刻表【月～金曜日（祝日を除く）】 　2020年10月改正以降
注）呉・阿賀・広方面ゆきは、広島市内での降車及び呉市内からの乗車はできません。

令和2年10月改定の時刻表
です。さまざまな要因で時刻
表が変更になる場合がござい
ますので、ご利用の際はWEB
サイト等でお確かめ下さい。

令和4年11月に運賃が改定
されました。新運賃はWEB
サイト等でお確かめ下さい。
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【お忘れ物等 お問い合わせは】
広島電鉄㈱広島南営業課 ☎（082）221－4385
中国ジェイアールバス㈱広島支店 ☎（082）845－6066

平日の（広島方面
ゆ　　き）クレアライン時刻表平日の（広島方面
ゆ　　き）クレアライン時刻表

クレアライン時刻表【月～金曜日（祝日を除く）】 2020年10月改正以降
注）広島方面ゆきは、呉市内での降車及び広島市内からの乗車はできません。

令和2年10月改定の時刻表です。さ
まざまな要因で時刻表が変更になる
場合がございますので、ご利用の際
はWEBサイト等でお確かめ下さい。

令和4年11月に運賃が改定
されました。新運賃はWEB
サイト等でお確かめ下さい。



消費税期限内納付I N D E X

題 字　 大之木 伸一郎 （元）会長

　　　  　 わたなべ きくこ
表 紙　 渡邉 紀久子 氏 　　「れんがどおり」

広 報 委 員 会

　コロナ禍、ウクライナ、そしてそれに伴うインフレ。現況で、悪いニュースを探
せば枚挙にいとまがありませんが、その中でもいい兆しを含んだ話題もあります。
　コロナ禍で停滞していた経済や人的交流が再び動き始めたことや、広島カープが
鬼門である交流戦を終え、調子が上がりつつある（6月末の時点です）こと。とく
に、この度の第11回通常総会は3年ぶりに総会・講演会・懇親会を成功裏に終える

ことができ、理事会役員ホッと胸をなでおろしております。講演会では元カープの高橋慶彦
氏とRCCアナウンサーの横山雄二氏のトークを見ようと、一般客を含めて３３０名以上の参
加を数えました。
　一足飛びに景気が良くなり、思い通りの社会の実現…というワケにはいかないかもしれま
せんが、カープのように調子のいいときも悪いときも、着実に歩みを続けることが大切だと
感じています。
　広報委員会では、皆さまからのご意見・ご要望をお待ちしております。

会　　　報 灰ヶ峰 171号
発　　　行 令和４年   ６月30日
発　行　所 公益社団法人  呉 法 人会

発行責任者  担 当副会長 得 能  宏 一
編　　　集 広 報 委 員 会
編集責任者 中 原  康 治

委員長 中原 　康治　大幸産業㈱
副委員長 松本 　好生　松本ギフト㈲
　〃 海生 　知亮　海生建設㈱

委  員   神垣　和典　㈱神垣石油
  〃 三島　義弘　㈲ビジネスホテル三島
  〃 大之木隆一郎　呉貿倉庫運輸㈱

委  員 松岡　啓子　㈱松岡設計
  〃 石川　晃代　㈲プリンティング共和
  〃 和田　伸行　㈱ベテリナリーサイエンス

 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■親 会 ・ 支 部 ・ 部 会

2022年7月────────────────────

 1日（金） 青年部会　高知交流会in呉
  （18：00～　五月荘 ）

2022年8月────────────────────

 24日（水） 常任理事・理事・正副支部長合同会議
  （12：00～　クレイトン）
   25日（木）～27日（土）
  青年部会　企業視察研修会（山形）
（予定）
　　正副会長会議
　　青年部会理事会

2022年9月────────────────────

2022年10月──────────────────
 3日（土） 税に関する絵はがきコンクール2次審査
  （クレイトンベイホテル）
  25日（火）～30日（日）
  税に関する絵はがきコンクール作品展
  （広市民センター）

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■税務署 ・ 全法連 ・ 県法連

2022年7月────────────────────

 1日（金） 第6回女性フォーラム実行委員会
  （グランヴィア）
 12日（火） 第1回研修委員会（センチュリー）
 19日（火） 第1回広報委員会（センチュリー）
 28日（木） 第1回総務委員会（センチュリー）

2022年8月────────────────────
 9日（火） 第1回組織委員会（センチュリー）

2022年9月─────────────────────
 13日（火） 中法連第47回定期総会（ＡＮＡ）
 28日（水） 第7回女性フォーラム実行委員会
  （グランヴィア）

2022年10月────────────────────
 13日（木） 第38回法人会全国大会（千葉大会）
 28日（金） 第8回女性フォーラム実行委員会
  （グランヴィア）
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トピッ
クス  青年部会40周年記念式典・講演会 ‥‥‥‥‥ 3

親会だより‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4

支部だより‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 8

部会だより／青年部会／女性部会 ‥‥‥‥‥‥‥ 8
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セミナー・オンデマンドのご案内 ‥‥‥‥‥‥‥‥ 18
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渡邉 紀久子 氏 プロフィール
画歴／48年　　個展／25回
グループ展／91回　　その他展示／33回
新構造会広島支部所属（2021年～）

広島市を中心に作品を発表活動中

by KIKUKO Watanabe

経営のHINT
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公益社団法人

呉法人会
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　こちらのコーナーの寄稿を依頼され、
自身が幼少期の頃からのアルバムを手に
し、「1 枚の写真」を決める為にアルバム
を捲れば捲るほど数々の思い出が甦りま
した。そこまでは良かったのですが、思
い出に浸りながらアルバムを捲っていく
うちに、気づけば最後のページとなって
しまい「この時代から写真もデータで保
存する事が主流になってきたな」と気づ
いた時には「1 枚の写真」が決めれないま
まアルバムを見て楽しんでしまいました。
　この写真は今年の 4 月であり、息子の
高校入学時に撮った写真です。間違いな
くこの写真も、生涯で思い出の 1 枚にな
るであろうと思い、直近ではありますが
こちらに決めました。
　息子には決して私自身の理想を押し付けず、熱中できる事を懸命にしてほしいと願って
おりますが、図らずも私の高校の後輩となり、同じ部活動にも入り、高校生活をスタート
しました。
　義務教育の間に人としての大切な事、私自身が教えて頂いた大切な伝統・信念は伝えた
つもりです。我々同世代の頃の高校生とは、社会的背景も随分と変わりましたので、やは
り息子には自我を押し付けるのではなく、息子の納得のいく人生になる様、見守っていく
のが親の務めなのであろうと改めて思える写真です。
　私は 2 回目の成人式も終え、40 歳を超えているいま、社会人としても 20 年以上が経ち
ました。
　現在の立場になるまで、お世話になっている方々は数知れず、最近お導きを頂いている
事に感謝の念が強くなっております。さまざまな団体に所属をさせて頂き活動している中、
一回り先輩・親世代・親よりも年上の先輩から生きた言葉でご教授を頂いております。
　その様な現在ですが、先日父が同級生との会話で「息子が頑張っとるの」と仰って下さっ
た事をいつもの顔で伝えてくれました。父は平然を装っておりましたが、4 人兄妹で 1 人
息子の私の生き様を楽しんでいる様な、喜んでもらえている様なひと時がありました。
　この写真のタイトルでもある様に、息子によって 2 度人生を楽しませてもらっている現
在進行形の私ですが、父も私で 2度人生を楽しめている現在進行形でありました。

有限会社　武蔵サービス  　 　　

代表取締役     槇田　丈洋

2度人生を楽しめる喜び

このコーナーは、会員の皆さまにお写真を１枚お持ちいただき
さまざまな思い出を語っていただくコーナーです。1枚1枚 の 写 真の 写 真
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2022年10月────────────────────
 13日（木） 第38回法人会全国大会（千葉大会）
 28日（金） 第8回女性フォーラム実行委員会
  （グランヴィア）
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トピッ
クス  第11回通常総会／講演会／懇親会‥‥‥‥‥ 1
トピッ
クス  功労者表彰 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2
トピッ
クス  青年部会40周年記念式典・講演会 ‥‥‥‥‥ 3

親会だより‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4

支部だより‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 8

部会だより／青年部会／女性部会 ‥‥‥‥‥‥‥ 8

経営のヒント ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11
随
筆／宇佐八幡宮神人が築堤した呉町の町割り⑱

　　　　　　　　　　　　　　／上河内 良平氏 ‥‥ 12
税務
の窓／キャッシュレス納付‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16

セミナー・オンデマンドのご案内 ‥‥‥‥‥‥‥‥ 18

広島県立呉高等技術専門校からのお知らせ ‥‥‥ 19

呉市からのお知らせ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20
一枚の
写  真 ／槇田　丈洋 氏‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 30

事業予定／編集後記 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 31

渡邉 紀久子 氏 プロフィール
画歴／48年　　個展／25回
グループ展／91回　　その他展示／33回
新構造会広島支部所属（2021年～）

広島市を中心に作品を発表活動中

by KIKUKO Watanabe

経営のHINT

30Ｐ20Ｐ
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くれ法人会報

はいがみね

れんがどおり
レンガが敷き詰められた、市内で最も賑やかな商店街です。

「呉」ならではのお食事やお土産、スイーツなど、各種名店が軒を連ねています。

〒７３７ー００４５  呉市本通2丁目1番23号　呉大同生命ビル３Ｆ
 Tel（０８２３）22－5798　　Fax（０８２３）23－6912

 URL http://www.kure-city.net/houjinkai/
 E-mail houjinkai@kure-city.net

公　益
社団法人 呉 法 人 会

育てます、企業の夢と社会の笑顔

vol.171vol.1712022.6

vol.171vol.171vol.1712022.6


